
フレームセット工法ＥＥタイプは、フレーム部材全体にメッキを施したクリンプ金網を使い、

錆の発生は極めて少なく、耐久性に優れた工法として、Ｑ＆Ｓフレーム工法の一環として

開発したこうほうです。

フレーム部材は、全体にメッキを施したメ
ッキ鉄線を使用しているため、錆の発生
が極めて少なく、耐久性に優れています。

クリンプ金網の天端に折り曲げ加工を施
してあるため、作業中の親ロープや吹付
ホースの引掛りによるフレームの破損など
のトラブル等が解消され、作業の安全性
も向上します。

フレーム部材は、変形自由で軽量なため、

作業性に優れています。

フレーム部材は埋め殺しとなるため、解体

作業が不要です。

全ての枠が連続しているため、地山の崩壊
に対する抵抗力が増大します。

ネットコネクターもメッキ加工が施して
あります。
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